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1 はじめに
我々は普段生活する都市の中で，街の雰囲気や環境

音，出来事など様々な情報を取得している．このよう
な都市において把握する事柄 (本研究では「様相」と呼
ぶ)は，まちづくりや観光，住まい探しなどの様々な場
面で価値がある．例えば，森永らが提案しているラン
ドマークによるナビゲーションシステム [1]は，人が
記憶しやすい地物を抽出して経路案内に利用しており，
都市の様相を活用した事例の一つである．
従来は，都市で感じたことを人間が言葉で表現する

ことで，様相の断片を利用可能な情報（様相記録）と
して収集していた [2]．様相記録の収集は，主に歩行実
験やイベントの実施により行われるため，収集の負荷
が大きい．近年，スマートフォンやマイクロブログが
普及し，マイクロブログ上に様相記録が蓄積されつつ
ある．マイクロブログを利用することにより，様相記
録の収集負荷を軽減できると考えられる．しかしマイ
クロブログ上に投稿される情報は，東京にいながら大
阪のことについて述べるといった，様相を把握した場
所と様相記録を投稿した場所が異なる場合がある．
そこで本研究では，マイクロブログに投稿されるツ

イートの位置情報（発信地）と，ツイートにおいて言
及されている地名のずれについて分析を行う．

2 分析の概要
2.1 分析データ
今回は，代表的なマイクロブログの一つであるTwitter

における投稿（ツイート）を分析対象とする．本研究
では位置情報付きのツイートデータを用いて，ツイー
トに含まれる地名とそのツイートの位置情報の違いの
有無を分析する．
検証する地名として，Wikipediaの日本の観光地一覧

のページ ∗1 を参考にし，440件の観光地を選定した．こ
れらの観光地名を含むツイートを，位置情報付きツイー
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ト ∗2 から 1つの地名につき 1,000件を無作為に抽出し
た．観光地名を含むツイートが 1,000件に満たないも
のに関しては，取得できたものすべてを用いることと
した．ツイートが取得できなかった観光地を除いた 390

件の観光地（計 287,267ツイート）を分析対象とする．
次に，観光地名を含むツイートの位置情報から，各ツ

イートが発信された地点の都道府県名を取得した．位
置情報から都道府県名を取得する際は，逆ジオコーディ
ングサービス ∗3 を利用した．なお，サービスの仕様上，
都道府県を取得できなかったツイートは分析対象から
除外した．取得したツイートの発信地と，言及されて
いる観光地の都道府県名を比較し，マイクロブログか
らの様相記録の収集について検討する．

2.2 分析内容
本研究では以下の 2点について分析する．
項目 (1) 地名を含むツイートのうち，その場所で発信

されるものはどれくらいあるのか？
項目 (2) 地名と発信地が一致しない場合，そのずれに

はどのような原因があるのか？
項目 1の分析により，マイクロブログから様相記録が
どの程度収集可能か明らかにする．また項目 2の分析
により，地名と発信地が一致しない様相記録の抽出可
能性を考察する．

3 分析結果と考察
3.1 言及地名と発信地の不一致率の検証
ツイート内で言及されている観光地（以下，「言及地

名」）と，ツイートの発信地が異なるツイート（以下，
「不一致ツイート」）が観光地毎にどの程度存在するの
かを調査した．観光地 390件（287,267ツイート）中の
不一致ツイート数は 81,524件であり，ツイート全体の
不一致率は 28.4％であった．図 1に観光地毎の不一致
率の分布を示す．縦軸が度数，横軸が不一致率を示す．
図 1より，不一致率が 10％以下のものが大部分を占め
るが，不一致率が 50％を超えるものも 20.5％（390件
中 81件）存在した．したがって，多くのツイートにつ
いては地名と発信地が一致しており，様相記録として

∗2 2011年 7月 15日から約 1年間収集されたものであり，ツイー
ト数は 248,117,904 件である.

∗3 http://www.finds.jp/rgeocode/index.html.ja
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表 1: 言及地名と発信地のずれの原因と事例
ずれの原因 ツイート（太字部分は言及地名） 地名/発信地

(1) 地名として使われており，過
去の話をしている

人吉は気候も仕事も、そして人も最高やね。橋の真ん中で
車止まったら、普通、助けてくれへんよ。名も名乗らず去っ
て行ったおっちゃん。ありがとう。俺が女やったら、惚れて
まう。自分が男でよかった (＾^；；

人吉（熊本県）/福岡県

(2) 地名として使われており，未
来の話をしている

明日は球磨、人吉へ。ちょっと遠いけど大好きな街。なん
かワクワクする w

人吉（熊本県）/福岡県

(3)区切りに失敗している 1人吉祥寺行かなきゃ！ 人吉（熊本県）/東京都
(4)人名，店名等である でも、めだかちゃんが、一時的かも知れませんが嫌いにな

りました。ひとまず俺も人吉善吉君の味方でいたいと思い
ました。

人吉（熊本県）/東京都

(5) RT,引用 RT部分に含まれる お兄ちゃんも元々インドア派だから、ヘロヘロだよ d(‾‾)

RT @****：@****しかし、夏目友人帳の聖地巡礼で人吉に
行って、それから沖縄に一日で行くとは恐ろしいハードス
ケジュール…自分じゃ絶対に無理だわｗｗ

人吉（熊本県）/沖縄県

表 2: 不一致原因と該当ツイート数
原因 (1) 原因 (2) 原因 (3) 原因 (4) 原因 (5) 原因 (6) 合計

ツイート数 (件) 2,522(3.1％) 2,780(3.4％) 19,171(23.5％) 11,573(14.2％) 467(0.6％) 45,210(55.3％) 81,724

※複数の原因によりずれが生じている場合があるため，合計ツイート数は不一致ツイート数 81,524件より多くなっている．

図 1: 不一致率の分布

収集できると考えられる．ただし，不一致ツイートが
多い地名も存在するため，マイクロブログから様相記
録を収集する際には，不一致ツイートについても考慮
する必要がある．

3.2 言及地名と発信地のずれの原因
本節では，ツイート内での言及地名と，ツイートの

発信地が異なる原因について分析する．不一致ツイー
トの一部を確認した結果，不一致ツイートに含まれる
言及地名には以下のような特徴がみられた．原因とそ
れぞれのツイート例を表 1に示す．

(1) 地名として使われており，過去の話をしている
(2) 地名として使われており，未来の話をしている
(3) 区切りに失敗している
(4) 人名，店名等である
(5) RT,引用 RT部分に含まれる
(6) その他
また，これら 6つの原因によるずれがどの程度生じて
いるのかを，人手で分類した．分類結果を表 2に示す.

不一致ツイートの中でも，原因 (1)に該当するツイー

トは様相として使えると考えられる．原因 (2)～(6)に
ついては様相記録としては取り扱えないため，該当ツ
イートを除外する方法を検討する必要がある．例えば
(3)に関しては，形態素解析などを用いて除外可能であ
ると考えられる．さらに原因 (2)，(4)，(5)に関しては
「RT」や「明日」などの表現の抽出や前後文脈を見るこ
とにより，除外できる可能性がある．ただし，原因 (6)

には，同一表記の地名が，異なる都道府県に存在する
などの事例が含まれるため，これらへの対応方法も今
後検討する必要がある．

4 おわりに
本研究ではより多様性のある様相記録の収集を可能

にするために，ツイートの位置情報と，そのツイート
内で言及されている地名のずれについて分析を行った．
具体的には，観光地を含むツイートを抽出し，ツイー
トの発信地と観光地の都道府県名が異なるツイートを
分析し，様相記録として使用できるのかを検討した．
分析の結果，(1)約 70％のツイートは発信地と地名

が一致しており，様相記録として収集できること，(2)

発信地と地名が一致しないものでも過去の経験は様相
記録として利用できるため，他の不一致原因に関する
ツイートの除外による経験に基づく様相記録抽出方法
を検討する必要がある，ということを明らかにした．
今後は，言及地名と位置情報が一致しない様相記録

の自動抽出方法を検討する．
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